
対応しない｡この点がチソバソ･}-の2足少行と爽なる

点でもある｡

サルの真心について

平沢弥一郎 (静岡大 ･教･Fl)

目的 サルの田立能力を定量的に評価することによっ

て,hominizationの解明の一つの糸口を見出す為に,

Stasiology(身体静止学)の立場からこれを究明しよう

とするものである｡従来サルのl∝omotionについての

報告は沢山あるが,サルの立ち方に関する評価について

は余り多くの文献を見ない｡この点に着目し,サルの直

立時の接地足跳とそこに落下する二次元的重心を測定す

ることによってそのiEi立能力の限界を検索し,ヒトの直

立能力との比較炊討を試みた｡

方法･結果 (1)チソバソi;-(7才･メス･llf]i)とニ
ホソザル (3才･オス･2田)をpedoscope(接地尺跳
投影許)の上にのせて接地足机の形態学的考窮を,(2)普

たgravicorderの上に立たせて (アニマ整生),両足立ち

における二次元的瓜心を測定した盃心因EGG(elec･

trogravitiogram)を皿心因学的に考察した｡

チソバソジーの接地足跳両抗は左足102.1,右足90.1

cmtで左足が多く,ニホソザルは (A)が左足36Acmt

右足36.4cmt,(B)は左足32.9cm2･右足33.5cmeであ

った｡足底部と足指部の両群比は,チンパンジーの左足

8.63･右足12.7,ニホソザルは (A)が左足4.05･右足

5.70,(B)は左足7.62右足は5.44であった｡これらはヒ

トにくらべて比率の個体差が著しい｡

虚心動揺の分析,サルの荘立時の動揺は,サルの粒抗

によって特有の様相を示した｡チソバンジーはⅩ方向の

amplitudeは0.61mm,Y方向は1.10mm,ニホソザル

はⅩ方向は1.47mm,チソバソジーのⅩ方向frequency

は3.581Hz,Yカ向は4.52Hz,ニホンザルXカ向5.20Hz.

Y方向5.20Hzであった｡

結論 サルの田立偲力は今回3流の約月さからは60才以上

の苅令者の示す次位にほぼ近い帆和こあることが明らか

になった｡

ニホンザルの岨堺筋および舌筋の筋紡錘分布

の組織学的研究

窪凹金次郎 (hT);I:医的大 ･顎研)

根岸 孝朗 ( JV )

ヒトの顎運動や舌運動の神経筋調節脚荷の郎別学的神

祭を明らかにするためには,PJl唱筋や舌筋のJtW J一錘分布
が系統発生学的視野から研究されなければならない｡こ

の恋味において,食虫頬から下等猿現を通じてヒトへの
進化の過程のなかで,ニホンザルの占める位位は大 き

い｡顎迎動や舌迎動の形態学的ならびに機能的進化に応

じて,肌しゃく筋や舌筋における筋紡錘分布にも一巡の

進化的分化の傾向がうかがえるけれども,ニホソザルで

の分化の様相が明確にされれば,下等泣現でみられる筋

紡錘分布のヒト化への変道のギャップが大きく糾される

ことになろう{

pJlしゃく筋についてみれば,コそ./7-モセットでは

133胴,バソシ&{･は207個.I)スザルでは270帆 ヒト

では519旧と筋机錘数は榊えている.また舌J掛こついて

みれば,下等流刑では全く筋机矧 ま分布していないの
に,ヒトでは466個の筋机ilTt_が分祁している.このよう
な顎口腔系における筋紡錘分布のヒト化現象がどのよう

にサルの系統進化のなかでみられるかな日下ニホンザル

を中心に紐粋学的に研究している｡最終的視察は完了し

ていないので,紋日発表する予定である｡

設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

ニホンザルの行動性体温調節l)

中山 昭雄 (阪大 ･医)

掘 哲郎 (熊本大 ･体質医研)

登倉 尋宍 (奈良女大 ･家政)

鈴木 正利 (名大 ･医)2)

1)昭和48年度の共同利用研究の成果を下記の学会で
苑来した｡

ニホソザルの祝究前野刺汲時に見られる体現調節
反応

阪大 ･医 中山昭払 鈴木正利

用木大体TI医研 期 哲郎

奈良女大 ･家政 立食市実

弟52回日本生理学会大会 (於･三m大学)
昭和50年4月3日

1970年の夏,ニホンザル4頭について,5-38oCの環

境温における温熱性代謝性反応を測定した｡ニホソザル

は有効な熱放散手段をもたないために.35oC以上では

熱平衡を保つことができず,直腸温が上昇する｡5oCの

寒冷環境では,敢しいふるえによって代謝を2倍以上に

増加して熱平衡を保ち得ることが明らかとなった｡しか

しながらニホソザルの被毛は夏期と冬期ではいちじるし

い益迫があり,それはすなわち熱絶縁の程度を大きく左

右するから,冬ザルと文ザルの輝冷反応はかなりFQ･なる

ものと予想される｡

今回の突放では,SnF<研の昆外で飼市されている49rI

2)現Fr屈 阪大 ･医
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のニホソザルについて冬期 (1975年1月初旬)に測定を

行った｡被験ザルは高浜111サキ811.2kg,高浜167ムサ

シ 8612kg,高浜80コジp- 813.0kg,高浜110ツキ9

ll.0kgである.室温5-309Cにおいて皮膚温 (胸,大

腿,下腿,足麟),直腸温,酸素消焚丘,炭酸ガス呼出

皿,な測定し,コソ〆クタンスを算出した｡5oCにおける

代謝は約60W/m8で,夏ザルを同じ温度に曝琵したはあ

いの半分くらいである｡ふるえを生じたのは高浜110ツ

キのみであった｡コンダクタンスは夏ザルでは10W/(m宅

･oC),今回の冬ザルは5W/(mB･oC)であった｡冬ザ

ルの代謝上昇の限界温度は5oC附近にある｡環境配と平

均皮TH温の問にはTs=0･36Ta+24.57(r-0.95)の関係

が見出された｡50C2時間の寒冷曝露で夏ザルの足朗,

下腿,大腿の皮膚温は70,179,24oCであったが,冬ザ

ルでは平均16･90,25･30,27.OoCと高い｡これらの結果

は冬ザルの厚い被毛の断熱効果によるものであろう｡

設定課題 4･主としてニホンザルを対象とした行動の研究

ニホンザル自然群での個体相互接近行動に

見られる攻撃性の発現 と抑止

水原 洋城 (東京農工大 ･良)

班者は従来ニホンザルの社会的接触にともなう攻撃性

の発現,先達及びその抑止の問題を,行動の祝祭記録を

泣じてとりあげて来たが,今回は主として交尾期の性行

動に見られる個体問の相互接近行動と攻撃性のあらわれ

かたとの関係に注目して観察をこころみた｡観察場所は

大分市砧崎山自然動物園である｡その観察には,売惜し

たメスと性的衝動が局まった状態にあると見られるオス

とな見つけ,そうした個体が異性との問に性的関係を持

つに至る過程を迫って,その行動を観察 ･記録するとい

うカ法をとった｡

結果を先にいうと,一般に性行動を遂行しようとする

過程で,攻撃性をふつうの個体問接近の場合よりも抑制

するのはオスの側で,性衝動の昂まりとともに攻撃性を

対象に対してあらわに示すのはメスの側である｡オスが

迅常の状協でメスに接近すると,メスは防禦的妾出とと

もに接近を回避するのがふつうである｡性関係を持つは

あいも謎本的にはその接近の状態は同じであるが,オス

がその際RLM.をともなう宥和的表出を示せば,メスを

逃がさずにおくことは可能である｡逆にメスの側からの

接近は,迅W,'の状態ではオスの攻撃的行動を誘発Lやす

いが,メスが苑晒して性的に典密状態にある場合は,た

とえ防剤的袈出をともなわない直接的接近をこころみて

ち.オスはメスに対する攻撃を抑制することが多い｡メ

スがオスの体に手をかけ,押し,足で蹴り,背にとび乗

っても.オスがメスに負傷させるような攻撃を行なうこ

とはまれである｡もちろんメスが最初から宥和的乃至防

勲的お山をもってオスに接近すれば,両者の関係ほより

平和的に保たれるが,性行動が何らかの原因で中断した

吻合により攻撃的になるのはメスの側であって,オスが

そのような場合攻撃性を相手に向けて暴発させることは

まれである｡

｢ニホンザルにおける群れの周辺化の社会的
要因分析｣

乗越 暗司

ニホンザルの群れにおける中心部一周辺部の二盃枯道

紘,群れを空間的に構造化する盃要な概念である｡オス

は2,3才になると群れの中心部から周辺部に出てゆく

ようになると云われている｡そこで,この年令の個体と

群れの中心部および周辺部の個体との社会関係の分析を

おこない,中心部から周辺部に出てゆく社会的安田を考

えてみる｡

調査した群れは,京都市嵐山に生息している脱山B群

である｡調査期間は,出産期の後半にあたる6月12日か

ら7月24日までの43日間と,その6カ月枚にあたる交尾

期の2期間である｡なお,2群が隣接して生息している

状態であった1972年以前の群れの現象との比較も試み

た｡調査個体は,2才以上の全出自群オス32乱 すなわ

ち2才-lo扇,3才-10B7i,4才-8頁穴,5才以上-4

疏,および2,3,4才のメス各3頭 (各年令ごとに高

･中･低IlFi位のメスが選んである)で計9試,合せて41

旗である｡1個体当りの調査時問は,ラソダムにとった

30分の連続観察を4回,延2時間である｡

各個体の中心部 (オトナのメスと子供,およびt)-ダ

ーたちのいる空間)にいる頻度を求めるために,30分の

連続記録時を通じて,中心部のみにいる場合を1,周辺

部のみにいる場合を0.両方にいる場合を0.5として.4

回の観察ブロックごとに加算した倍を凍めた｡5-7才

のオスでは,中心部に全くこなく,3,4才では血縁順

位の下位の個体のみが中心部に釆なく,2才ではすべて

の個体が50%以上の頻度で中心部にいる｡2-4才のメ

スでは一部を除いて,皆中心部にいる｡2群が隣接して

いる1972年以前では,中心部にはいる4才のオスはほと

んどいなかった｡エサ切において,中心部にいるオスが

周辺部に追い出される行動は次のようであった｡メスで

は,血縁の順位にしたがって下位の個体がェサ切から追

い出される｡一方オスでは,母親と一緒にいる時を除い
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